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茨
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第
二
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証
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析
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順

　
②
分
析
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果
と
考
察

　
　
ー
ユ
ー
モ
ア
の
分
析

　
　
2
テ
ー
マ
の
分
析

　
　
3
記
事
・
社
説
・
「
政
治
漫
画
」

第
三
章
　
結
論

第
一
章
　
問
題
の
所
在

　
「

政
治
漫
画
」
に
限
ら
ず
、
政
治
に
お
け
る
「
笑
い
」
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
批
判
と
し
て
の
笑
い
」
が
暗
黙
の
前
提
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て

い

た
。
抵
抗
の
諸
形
態
の
一
つ
と
し
て
「
笑
い
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
り
、
政
治
認
識
の
一
つ
（
「
政
治
的
ゴ
シ
ッ
プ
の
レ
ベ
ル
」
）
と
し

て

体
制
を
批
判
し
、
か
つ
「
安
全
弁
」
の
機
能
を
は
た
す
も
の
と
し
て
「
笑
い
」
が
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
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「

笑
い
」
や
ユ
ー
モ
ア
の
概
念
に
関
す
る
研
究
は
政
治
学
で
は
散
見
で
き
な
い
。
人
間
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
笑
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

や

ユ
ー
モ
ア
に
関
し
て
の
研
究
は
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
ユ
ー
モ
ア
研
究
は
、
き
わ
め
て
多
方
面
に
及
ぷ
。
た
と
え
ば
、

「

政
治
漫
画
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
心
理
学
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア
研
究
で
も
、
ユ
ー
モ
ア
研
究
は
「
政
治
漫
画
」
の
そ
れ
自
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

研
究

と
し
て
で
は
な
く
対
人
認
知
、
学
習
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
研
究
な
ど
の
一
貫
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
論
に
お
け
る
「
政
治
漫
画
」
の
効
果
研
究
に
お
い
て
も
ユ
ー
モ
ア
や
「
笑
い
」
が
主
要
な
論
点
と
な
っ
て
考
察
さ
れ
て
い
た
と
は
い

　
　
（
5
）

え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
ユ
ー
モ
ア
や
「
笑
い
」
の
政
治
的
効
果
を
無
下
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
治
認
識
の
出
発
点
と
し
て
、
「
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

治
的
ゴ
シ
ッ
プ
」
の
レ
ベ
ル
を
超
え
る
も
の
と
し
て
「
自
己
嘲
笑
」
に
よ
る
自
己
の
立
脚
点
の
確
立
を
「
政
治
漫
画
」
に
求
め
る
こ
と
は

無
理
な
こ
と
で
は
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
研
究
か
ら
「
政
治
漫
画
」
研
究
を
考
え
て
み
る
と
、
「
政
治
漫
画
」
の
内
容
は
送
り
手
の
意
図
も
含
め

て

「

政
治
漫
画
」
に
接
触
し
た
受
け
手
の
心
理
的
・
外
面
的
行
動
か
ら
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
す
れ
ば
、
ラ
ス
ウ
ェ
ル
の
モ
デ
ル
の

よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
各
要
素
を
別
個
に
分
析
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
む
し
ろ
、
上
記
の
受
け
手
の
行
動
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

影
響
を
「
効
果
」
と
す
れ
ば
、
効
果
研
究
は
内
容
研
究
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
政
治
漫
画
」
の
「
文
法
」
の
考
察
は
、
「
認
識
」

の
レ

ベ
ル

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
「
情
緒
」
的
な
部
分
の
「
効
果
」
を
含
め
た
考
察
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
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第
二
章
　
実
証
研
究

ω
　
分
析
手
順

　
一
九
九
三
年
八
月
一
日
よ
り
一
九
九
四
年
四
月
三
〇
日
ま
で
の
「
朝
日
新
聞
」
、
「
毎
日
新
聞
」
、
「
読
売
新
聞
」
縮
刷
版
（
東
京
最
終
版
）

に
掲
載
さ
れ
た
「
政
治
漫
画
」
六
三
四
枚
を
分
析
の
対
象
と
し
た
。
内
訳
は
「
朝
日
」
（
以
下
、
上
記
の
よ
う
に
略
記
）
二
六
四
枚
、
「
毎
日
」
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七
六
枚
、
「
読
売
」
二
四
枚
、
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
六
三
四
枚
の
「
政
治
漫
画
」
に
つ
い
て
、
1
内
在
す
る
ユ
ー
モ
ア
の
分
析
、
2
テ
ー
マ

の
分
析
、
3
文
字
情
報
（
記
事
・
社
説
）
と
の
関
連
、
に
わ
け
て
考
察
を
し
た
。

　
　

ー
ユ
ー
モ
ア
の
分
析

　
「

政
治
漫
画
」
六
三
四
枚
す
べ
て
に
対
し
て
一
枚
ご
と
に
「
笑
い
」
（
お
か
し
み
）
を
誘
う
か
ど
う
か
を
基
準
に
し
て
評
定
者
二
名
に
評

定

さ
せ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
「
笑
い
」
を
誘
う
「
政
治
漫
画
」
を
選
定
さ
せ
た
。
つ
い
で
、
選
ん
だ
「
政
治
漫
画
」
二
五
五
枚
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「

笑
い
」
の
根
拠
を
問
う
た
め
に
①
攻
撃
性
、
②
優
越
性
、
③
不
調
和
（
性
）
、
④
意
外
性
を
表
す
一
コ
マ
漫
画
を
一
種
類
ず
つ
四
枚
見
せ

二
五
五
枚
の

一
枚
ご

と
に
最
も
よ
く
あ
て
は
ま
る
も
の
を
番
号
で
選
ぱ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
上
述
の
作
業
の
後
に
、
「
笑
い
」
を
誘
う
「
政
治
漫
画
」
に
つ
い
て
「
笑
い
」
の
程
度
を
五
段
階
尺
度
を
用
い
て
評
定
さ
せ
た
。
「
全
く

笑
い
を
誘
わ
な
い
」
も
の
に
一
点
を
与
え
、
「
少
し
笑
え
る
」
に
二
点
、
「
笑
え
る
」
に
三
点
、
「
か
な
り
笑
え
る
」
に
四
点
を
つ
け
、
「
思

わ

ず
笑
っ
て
し
ま
う
」
も
の
に
五
点
を
与
え
て
得
点
化
し
た
。

　
　

2
テ
ー
マ
の
分
析

　
「

政
治
漫
画
」
が
題
材
と
す
る
（
政
治
的
）
現
象
や
出
来
事
を
一
枚
ご
と
に
読
取
り
、
各
々
「
政
治
漫
画
」
に
対
し
て
一
項
目
を
原
則
と

し
て
街
頭
す
る
出
来
事
を
抜
き
出
し
た
。
そ
の
出
来
事
を
時
系
列
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
「
政
治
」
、
「
外
交
」
、
「
経
済
」
、
「
労
働
」
、
「
国

際
関
係
」
、
「
文
化
」
、
「
社
会
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ
」
、
「
そ
の
他
」
、
に
分
類
し
各
頻
度
を
調
べ
た
。
（
「
政
治
」
に
関
し
て
は
下
位
範
疇
と
し
て
「
政

治

倫
理
」
、
「
内
閣
」
、
「
国
会
」
、
「
政
党
」
、
「
政
治
改
革
」
、
「
そ
の
他
」
、
を
設
定
し
て
分
類
し
た
。
テ
ー
マ
が
一
項
目
に
限
定
で
き
な
い
「
政
治
漫
画
」

は
、
そ
の
頻
度
が
高
い
場
合
に
は
重
複
し
た
テ
ー
マ
の
選
定
、
そ
の
程
度
を
評
定
者
に
評
定
さ
せ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
。
ま
た
、
1
の
「
笑
い
」
（
ユ

ー
モ
ア
）
に
関
す
る
「
政
治
漫
画
」
に
つ
い
て
も
、
別
個
に
テ
ー
マ
の
分
析
を
行
な
っ
た
。
）
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3
文
字
情
報
（
記
事
・
社
説
）
と
の
関
連

　
九
三
年
入

月
か
ら
九
四
年
四
月
ま
で
の
「
政
治
漫
画
」
に
つ
い
て
背
景
と
な
る
出
来
事
に
た
い
し
て
当
該
「
政
治
漫
画
」
が
「
好
意
的

で
あ
る
」
、
「
非
好
意
的
で
あ
る
」
、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
の
い
ず
れ
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
か
を
評
定
者
二
名
に
評
定
さ
せ
た
。
同
様

に

し
て
、
「
政
治
漫
画
」
一
枚
ご
と
に
関
連
の
あ
る
「
記
事
」
と
「
社
説
」
を
「
朝
日
」
、
「
毎
日
」
、
「
読
売
」
か
ら
抜
き
出
し
て
そ
の
見
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

し
を
も
と
に
三
段
階
尺
度
を
用
い
て
前
述
の
評
定
者
に
評
定
さ
せ
た
。
ま
た
、
①
「
政
治
漫
画
」
と
「
記
事
」
、
②
「
政
治
漫
画
」
と
「
社

説
」
、
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
①
で
は
「
政
治
漫
画
」
と
「
記
事
」
の
う
ち
ど
ち
ら
か
を
、
②
で
は
「
政
治
漫
画
」
と
「
社
説
」
の
う
ち
ど
ち

ら
か
を
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
わ
か
り
や
す
さ
を
基
に
「
政
治
漫
画
」
、
「
記
事
」
（
あ
る
い
は
「
社
説
」
）
、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
の
三
項
目
か

ら
評
定
者
に
選
ば
せ
た
。
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②
　
分
析
結
果
と
考
察

ー
ユ
ー
モ
ア
の
分
析

　

（表

1
）
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
九
三
年
八
月
か
ら
九
四
年
四
月
ま
で
の
あ
い
だ
の
「
政
治
漫
画
」
の
う
ち
、
二
五
五
枚
が
何
ら
か

の
形
で

「

笑
い
」
を
認
知
で
き
た
「
政
治
漫
画
」
で
あ
っ
た
。
全
体
の
六
三
四
枚
か
ら
み
る
と
、
四
〇
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。
「
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
）

治
漫
画
」
が
「
漫
」
（
笑
い
）
と
「
画
」
（
解
説
）
と
の
ふ
た
つ
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
「
画
」
の

部
分
の
機
能
へ
の
傾
斜
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
ー
と
く
に
事
件
の
「
客
観
」
報
道
の
影
響
を
「
記
事
」
か
ら
大
き
く
影
響
を
受
け
て

き
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
1
日
本
の
「
新
聞
漫
画
」
が
四
割
も
の
「
漫
」
の
機
能
を
ま
だ
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー

マ
の

「

内
容
」
如
何
で
こ
の
メ
デ
ィ
ア
の
価
値
が
再
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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二
五
五
枚
の
内
訳
は
、
「
朝
日
」
九
四
枚
、
「
毎
日
」
六
三
枚
、
「
読
売
」
九
八
枚
で
あ
っ
た
。
自
由
度
亀
H
O
に
お
け
る
カ
イ
ニ
乗
検
定

を
行
な
う
と
、
x
．
ま
∨
x
、
1
1
一
〇
°
N
と
な
っ
て
「
新
聞
間
の
差
は
な
い
」
と
い
う
帰
無
仮
説
を
五
パ
ー
セ
ン
ト
水
準
で
も
棄
却
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
「
朝
日
」
、
「
毎
日
」
、
「
読
売
」
の
い
ず
れ
の
新
聞
に
お
い
て
も
ユ
ー
モ
ア
性
を
も
つ
「
政
治
漫
画
」
が
出
現
す
る
頻
度
は
ほ

ぼ
統
計
的

に
は
偶
然
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
ち
な
み
に
、
（
表
1
）
に
お
い
て
上
記
と
同
様
の
帰
無
仮
説
を
た
て
て
F
検
定
を
行
な

っ

て

も
、
危
険
率
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
づ
1
1
一
〇
b
＞
男
‖
N
°
一
鵠
と
な
っ
て
帰
無
仮
説
を
棄
却
で
き
な
い
。
）
こ
の
時
期
の
「
政
治
漫
画
」
が
「
朝
日
」
・

「

毎

日
」
・
「
読
売
」
の
三
紙
で
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」
が
一
様
で
あ
る
の
は
、
九
三
年
七
月
の
総
選
挙
で
自
民
党
政
権
が
崩
壊
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

細
川
日
本
新
党
党
首
を
内
閣
総
理
大
臣
に
す
る
連
立
内
閣
が
発
足
し
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。
「
政
治
漫
画
」
の
構
成
要
素
の
な
か
で
重

要
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
描
か
れ
る
人
物
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
「
政
治
漫
画
」
が
「
戯
画
」
（
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
）
に
よ
っ
て

そ
の
存
在
を
明
瞭
な
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
「
殿
様
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
メ
デ
ィ
ア
で
多
用
さ
れ
た
細
川
首
相
は
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
並
ん
で
「
政
治
漫
画
」
の
格
好
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　
新
聞
間
の
ユ
ー
モ
ア
的
「
政
治
漫
画
」
の
差
異
は
、
新
聞
紙
面
に
登
場
す
る
枚
数
（
度
数
）
に
お
い
て
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
（
表
2
）
に
お
け
る
四
つ
の
ユ
ー
モ
ア
類
型
と
新
聞
と
の
ク
ロ
ス
表
で
は
新
聞
間
の
有
意
な
差
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
表
2
）
に

お

い

て
、
（
表
1
）
と
同
…
様
に
「
新
聞
間
の
差
は
な
い
」
と
い
う
帰
無
仮
説
を
た
て
て
F
検
定
を
お
こ
な
っ
た
。
す
る
と
、
自
由
度
S
‖

㌧
ぷ
‖
O
危
険
率
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
お
い
て
、
ウ
ー
1
切
゜
に
く
炉
1
1
Φ
゜
一
゜
。
O
と
な
り
帰
無
仮
説
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ユ

ー
モ
ア
の
程
度
に
お
い
て
新
聞
間
の
差
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
攻
撃
性
」
に
お
い
て
、
「
朝
日
」
は
他
の
二
紙
を
ひ
き

は

な
し
て
高
い
平
均
値
を
得
て
い
る
。
「
優
越
性
」
と
「
意
外
性
」
で
は
、
「
毎
日
」
が
、
他
の
二
紙
よ
り
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
こ
れ

に

た
い
し
て
、
「
読
売
」
は
四
つ
の
ユ
ー
モ
ア
類
型
い
ず
れ
に
も
「
朝
日
」
や
「
毎
日
」
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
攻
撃

性
」
が
政
治
風
刺
の
形
で
「
政
治
漫
画
」
で
は
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
「
朝
日
」
の
「
政
治
漫
画
」
は
政
治
風
刺
、
権
力
批
判
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い

っ

た

「

古
典
的
」
な
「
政
治
漫
画
」
の
流
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
毎
日
」
の
「
優
越
性
」
と
「
意
外
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性
」
に
お
け
る
高
い
評
価
は
、
ユ
ー
モ
ア
の
「
質
」
へ
の
追
求
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
政
治
批
判
や
政
治
風
刺
と
い
っ
た
点
で

は
「
朝
日
」
と
根
を
同
じ
く
し
て
い
る
が
、
直
接
的
に
政
治
家
や
そ
の
行
為
を
批
判
す
る
性
格
が
「
攻
撃
性
」
の
ユ
ー
モ
ア
に
は
強
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に

た
い
し
て
、
「
優
越
性
」
や
「
意
外
性
」
の
そ
れ
は
よ
り
間
接
性
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
、
攻
撃
の
「
対
象
」
へ
の
接
近
よ
り
も
攻
撃
の

「

技
術
」
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
が
こ
の
時
期
の
「
毎
日
」
の
ユ
ー
モ
ア
的
「
政
治
漫
画
」
の
特
徴
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

（表

1
）
と
（
表
2
）
か
ら
ユ
ー
モ
ア
の
類
型
に
着
目
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
（
表
1
）
か
ら
「
ユ
ー
モ
ア
類
型
の
間
に
差
は
な
い
」

と
い
う
帰
無
仮
説
を
た
て
カ
イ
ニ
乗
検
定
を
行
な
っ
た
が
、
帰
無
仮
説
は
棄
却
で
き
な
か
っ
た
。
（
自
由
度
隻
1
1
9
X
．
H
一
一
゜
品
く
X
．
ま
1
1
声
N
°

鵠
N
）
し
か
し
な
が
ら
、
「
朝
日
」
、
「
毎
日
」
、
「
読
売
」
、
と
「
総
計
」
の
個
別
に
ユ
ー
モ
ア
類
型
間
の
差
異
を
み
て
み
る
と
、
「
朝
日
」
と
「
総

計
」
に
つ
い
て
帰
無
仮
説
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
「
総
計
」
自
由
度
庄
‖
ω
゜
x
、
6
一
⊥
一
U
合
く
x
。
H
已
b
N
、
「
朝
日
」
自
由
度
亀
‖
ω
゜

x
．
自
－
一
〇
b
O
。
。
〈
x
、
‖
一
。
。
°
ま
O
）
こ
こ
に
お
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
類
型
の
比
較
は
、
前
述
の
検
定
に
よ
り
三
大
紙
全
体
の
比
較
と
「
朝
日
」
に

お
け

る
類
型
間
の
比
較
が
そ
れ
ぞ
れ
可
能
に
な
っ
た
。
「
総
計
」
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ユ
ー
モ
ア
の
類
型
の
出
現
頻
度
は
「
攻
撃
性
」
、

「

優
越
性
」
と
「
不
調
和
」
、
「
意
外
性
」
と
の
間
に
差
が
あ
る
。
も
と
も
と
「
優
越
」
感
は
「
攻
撃
的
」
な
ジ
ョ
ー
ク
や
ウ
ィ
ッ
ト
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
残
り
の
類
型
よ
り
も
「
攻
撃
性
」
と
の
近
親
性
が
高
い
た
め
に
、
比
較
的

高
い
頻
度
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
攻
撃
性
」
の
あ
る
ユ
ー
モ
ア
が
多
く
登
場
し
た
の
は
、
前
述
し
た
こ
と
に
く
わ
え
て
次
の
よ
う
に
説

明

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
（
表
2
）
か
ら
ユ
ー
モ
ア
の
程
度
を
み
る
と
「
毎
日
」
の
よ
う
に
「
古
典
的
」
で
な
い
「
政
治
漫
画
」
の
傾
向
が

み

ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
「
攻
撃
性
」
に
お
け
る
「
朝
日
」
の
特
出
（
表
2
）
と
、
（
表
1
）
の
頻
度
に
お
け
る
「
攻
撃
性
」
の
特
出
を
考
え

あ
わ
せ
る
と
依
然
と
し
て
こ
の
時
期
の
「
政
治
漫
画
」
に
お
い
て
は
体
制
の
直
接
的
な
批
判
を
狙
っ
た
「
古
典
」
的
な
ユ
ー
モ
ア
を
笑
い

の
源
泉
と
し
た
「
政
治
漫
画
」
が
多
い
と
い
え
る
。
な
お
、
（
表
2
）
に
お
い
て
ユ
ー
モ
ア
類
型
間
の
差
異
を
み
る
た
め
に
F
検
定
を
行
な

っ

た

が
有
意
な
差
を
み
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
（
自
由
度
S
1
1
ω
゜
ぷ
1
1
0
°
ウ
会
n
』
°
べ
O
∨
司
1
1
0
』
q
⊃
つ
）
次
に
月
別
の
ユ
ー
モ
ア
性
の

あ
る
「
政
治
漫
画
」
の
出
現
度
数
（
新
聞
と
の
ク
ロ
ス
表
と
し
て
）
と
、
ユ
ー
モ
ア
類
型
の
月
別
出
現
頻
度
を
み
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
ご
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と
が
い
え
る
。
全
体
の
出
現
度
数
か
ら
は
、
一
〇
月
が
最
も
多
い
（
三
七
枚
）
。
「
政
治
漫
画
」
総
枚
数
に
対
す
る
ユ
ー
モ
ア
性
「
政
治
漫
画
」

の
割
合
は
、
や
は
り
一
〇
月
が
こ
の
九
ヵ
月
間
で
最
も
高
い
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
総
枚
数
」
に
対
す
る
ユ
ー
モ
ア

性
の

「

政
治
漫
画
」
の
枚
数
の
比
率
を
み
る
と
、
一
〇
月
を
ピ
ー
ク
に
漸
次
減
少
し
、
三
月
か
ら
上
昇
に
転
じ
最
終
月
で
あ
る
四
月
に
は

期
間
二
番
め
の
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
四
月
は
、
細
川
首
相
の
突
然
の
辞
任
に
よ
る
時
期
首
相
を
め
ぐ
る
政
界
の
変
動
が
あ
っ
た
た

め
に

道
化
役
と
し
て
の
細
川
氏
の
行
動
が
ユ
ー
モ
ア
性
を
、
と
く
に
「
攻
撃
性
」
の
あ
る
も
の
を
誘
発
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
細
川
氏
の

辞
意
発
言
と
現
実
の
辞
職
と
い
っ
た
「
迅
速
」
な
「
言
行
一
致
」
が
、
彼
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
だ
け
で
な
く
政
界
全
体
に
た
い
す
る
「
攻

撃
」
と
な
っ
て
「
政
治
漫
画
」
に
表
象
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
ち
な
み
に
、
ユ
ー
モ
ア
的
「
政
治
漫
画
」
の
類
型
の
月
別
出
現
度
数
を
み
て
も
、

「

攻
撃
性
」
が
四
月
に
お
い
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
）
で
は
、
一
〇
月
は
な
ぜ
こ
の
期
間
で
最
も
ユ

ー
モ
ア
的
な
「
政
治
漫
画
」
が
多
く
輩
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
類
型
の
出
現
頻
度
を
み
る
と
件
の
一
〇
月
は
「
優

越
性
」
が
最
も
多
い
（
一
七
枚
）
。
こ
の
枚
数
は
こ
の
期
間
の
最
高
度
数
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
〇
月
に
エ
リ
ツ
ェ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領

の
訪

日
と
直
後
の
日
本
海
へ
の
核
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
の
問
題
、
連
立
与
党
内
の
社
会
党
の
反
対
に
よ
る
足
並
み
の
乱
れ
を
喧
う
「
政
治

漫
画
」
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

2
テ
ー
マ
の
分
析

　

（表

3
）
は
「
政
治
漫
画
」
の
面
目
を
ほ
ど
こ
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
言
い
方
を
変
え
る
と
、
「
政
治
漫
画
」
の
持
つ
「
政
治
」

概
念
の
広
が
り
は
三
狭
義
の
）
政
治
（
過
程
）
」
、
「
国
際
政
治
」
、
「
経
済
政
策
」
、
「
外
交
」
に
い
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
上
位

四
項
目
で
全
体
の
九
入
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
こ
と
が
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
全
体
の
総
数
が
六
三
四
枚
に
な
ら
な
い
の
は
、
重

複
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
「
政
治
漫
画
」
に
お
け
る
テ
ー
マ
の
重
複
に
み
ら
れ
る
場
合
に
く
ら
べ
て
重
複
枚
数

が
全
体
の

一
割
に

も
満
た
な
い
（
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
ま
た
、
以
下
で
の
べ
る
よ
う
に
、
「
政
治
」
に
関
す
る
「
小
テ
ー
マ
」
に
お
い
て
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も
相
互
に
重
複
し
て
い
た
「
政
治
漫
画
」
は
実
数
で
一
桁
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
重
複
に
関
す
る
分
析
は
今
回
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
に

し
た
。
さ
ら
に
、
テ
ー
マ
別
「
政
治
漫
画
」
全
体
に
対
す
る
ユ
ー
モ
ア
性
の
あ
る
「
政
治
漫
画
」
の
割
合
も
四
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
ー

で
み
た

「

政
治
漫
画
」
総
数
と
の
比
率
の
近
似
し
て
い
る
こ
と
も
重
複
が
今
回
の
「
政
治
漫
画
」
に
お
い
て
さ
ほ
ど
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
な
い
と
判
断
で
き
る
理
由
で
あ
っ
た
。
な
お
、
各
項
目
ご
と
に
は
カ
イ
ニ
乗
検
定
に
よ
り
危
険
率
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
お
い
て

有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
た
。

　
ユ
ー
モ
ア
的
「
政
治
漫
画
」
は
（
表
3
）
の
下
の
行
で
あ
る
。
こ
れ
も
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
た
。
全
体
の
テ

ー
マ
と
同
様
、
「
政
治
」
か
ら
上
位
四
項
目
の
ユ
ー
モ
ア
全
体
の
枚
数
に
対
す
る
割
合
は
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
こ
こ
で
特
徴
的
な

の

は
、
「
政
治
」
項
目
に
た
い
す
る
集
中
が
ユ
ー
モ
ア
性
を
持
つ
「
政
治
漫
画
」
の
ほ
う
が
「
政
治
漫
画
」
一
般
に
比
べ
て
高
い
（
七
五
・

八

パ
ー
セ
ン
ト
）
こ
と
で
あ
る
。
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
さ
せ
る
「
政
治
漫
画
」
が
「
政
治
過
程
」
や
「
政
治
事
情
（
国
内
）
」
に
集
中
し
て
向
け

ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
以
外
の
項
目
は
テ
ー
マ
そ
の
も
の
を
読
み
手
に
ま
ず
認
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

ロ

シ
ア
国
内
の
大
統
領
と
議
会
と
の
対
立
が
武
力
を
用
い
る
ま
で
深
刻
化
し
た
九
三
年
一
〇
月
の
「
政
治
漫
画
」
と
社
会
党
の
党
大
会
の

模
様
を
比
べ
て
み
た
場
合
、
前
者
は
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
そ
の
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
と
と
も
に
議
会
派
の
代
表
を
「
初
登
場
」
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
例
で
は
山
花
委
員
長
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
提
示
す
れ
ば
足
り
る
。
一
コ
マ
と
い
う

限

ら
れ
た
空
間
の
な
か
で
、
い
か
に
「
迅
速
」
か
つ
「
明
瞭
」
に
描
き
手
の
意
図
を
伝
え
る
か
が
勝
敗
を
決
す
る
と
す
れ
ば
こ
の
差
は
大

き
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
「
政
治
」
の
項
目
は
、
「
迅
速
」
な
伝
達
を
行
な
お
う
と
す
る
が
あ
ま
り
に
既
存
の
認
知
構

造

に
安
易
に
訴
え
や
す
い
。
要
職
の
退
陣
1
1
白
装
束
の
切
腹
、
内
閣
の
閣
僚
の
決
定
1
1
土
俵
入
り
、
舞
台
の
お
披
露
目
な
ど
の
よ
う
に
ス

テ
レ
オ
・
タ
イ
プ
化
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
お
手
軽
な
「
笑
い
」
の
図
式
に
「
予
定
調
和
」
し
て
事
足
れ
り
と
す
る
危
険
も

内
包
す
る
の
で
あ
る
。

　
次

に
、
上
位
四
項
目
に
つ
い
て
月
別
の
出
現
頻
度
が
（
表
4
）
に
表
さ
れ
て
い
る
。
各
項
目
に
お
い
て
「
国
際
」
の
ユ
ー
モ
ア
性
と
「
経
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済
」
の
ユ
ー
モ
ア
性
と
を
除
く
す
べ
て
の
項
目
に
つ
い
て
月
別
に
有
意
な
差
が
生
じ
た
。
（
項
目
に
よ
っ
て
○
。
一
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
パ
ー

セ
ン

ト
と
危
険
率
に
幅
が
あ
る
）
「
政
治
」
項
目
意
外
の
項
目
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
国
際
関
係
」
で
は
、
九
月
と
一
〇
月
で
「
国
際
」
全
体

の
約
四
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
九
月
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
P
L
O
の
相
互
承
認
に
よ
る
中
東
の
和
平
に
親
展
が
み
ら
れ
た
こ
と
と
、

九

月
末
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
の
前
述
し
た
ロ
シ
ア
情
勢
の
緊
迫
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
経
済
」
項
目
で
は
、
二
月
が
群
を
抜
い
て
多
い
。

税
制
問
題
を
「
経
済
」
項
目
に
い
れ
た
こ
と
が
そ
の
原
因
で
あ
る
。
「
国
民
福
祉
税
」
の
突
然
の
導
入
と
撤
回
騒
動
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
直
後
に
訪
米
を
か
か
え
て
い
た
細
川
首
相
が
「
訪
米
土
産
」
を
所
望
し
た
と
い
う
「
解
説
」
を
つ
け
た
「
毎
日
」
の
「
政
治
漫
画
」

が

こ
の
騒
動
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
「
外
交
」
で
は
、
二
月
に
約
三
割
の
「
政
治
漫
画
」
が
登
場
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
協
議

が
物
別
れ
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」
が
各
テ
ー
マ
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か

を
み
る
と
、
上
記
の
三
項
目
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
体
の
枚
数
に
比
例
し
て
増
加
す
る
と
い
う
対
応
関
係
を
示
し
て
い
る
。
「
経
済
」
項
目

の
九
月
は
全
体
の
枚
数
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」
が
一
枚
も
な
い
と
い
う
例
外
的
な
減
少
を
示
し
て
い
る
。

「

経
済
」
問
題
に
消
費
税
・
減
税
・
円
高
等
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
日
常
生
活
と
の
関
わ
り
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ず
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
の
十
全
な
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
読
み
手
の
不
安
を
代
弁
し
た
結
果
と
い
え
る
。
二
月
の
「
経
済
」

項
目
に
あ
る
ユ
ー
モ
ア
性
の
度
数
は
上
記
の
よ
う
な
「
健
全
」
な
対
応
を
し
て
い
る
の
は
、
「
国
民
福
祉
税
」
の
内
容
の
簡
潔
さ
だ
け
で
な

く
、
む
し
ろ
「
国
民
福
祉
税
」
の
内
容
と
細
川
首
相
の
提
示
の
仕
方
の
複
合
に
よ
っ
て
「
攻
撃
性
」
の
ユ
ー
モ
ア
を
も
つ
「
政
治
漫
画
」

が
多
く
登
場
し
た
と
説
明
で
き
る
。

　

（表

5
）
は
、
新
聞
別
の
テ
ー
マ
の
出
現
度
数
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
新
聞
間
の
有
意
差
は
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
水
準
で
有
意
で
あ
り
、

各
項
目
間
の
差
は
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
間
で
有
意
で
あ
る
と
い
う
検
定
結
果
を
得
た
。
た
だ
し
、
「
政
治
」
、
「
国
際
」

に

お

け
る
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
毎
日
」
と
「
読
売
」
の

「

国
際
」
項
目
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」
の
出
現
度
数
の
少
な
さ
が
目
に
つ
く
。
「
朝
日
」
は
、
「
国
際
」
だ
け
で
な
く
、
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「

経
済
」
項
目
つ
い
て
も
ユ
ー
モ
ア
性
あ
る
「
政
治
漫
画
」
の
度
数
が
少
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
特
定
の
新
聞
の
属
性
と
い
う
よ
り
も
前
述

し
た
よ
う
な
「
国
際
」
・
「
経
済
」
に
お
け
る
読
み
手
の
イ
メ
ー
ジ
の
漠
然
性
並
び
に
現
実
関
与
の
高
さ
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は

「

読
売
」
の
「
経
済
」
、
「
外
交
」
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」
の
比
率
の
高
さ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
読
売
」
の
当
該

項
目
の
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」
は
期
間
の
全
般
に
わ
た
っ
て
偏
在
し
て
い
る
。
「
経
済
」
や
「
外
交
」
に
つ
い
て
の
読
み
手
の
イ
メ

ー
ジ
の
違
い
ー
「
朝
日
」
や
「
毎
日
」
に
比
べ
て
も
う
少
し
明
瞭
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
読
み
手
ー
を
対
象
に
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

「

政
治
」
項
目
の
下
位
項
目
に
つ
い
て
の
検
討
を
す
る
と
（
表
6
）
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
政
治
漫
画
」
全
体
で
は
「
内
閣
」

に

関
す
る
項
目
が
最
も
多
く
三
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
つ
い
で
「
政
治
改
革
」
（
二
五
・
九
パ
一
セ
ン
ト
）
、
「
政
党
」
（
一
八
．
六

パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
た
。
細
川
内
閣
の
成
立
の
持
つ
象
徴
的
な
意
味
が
「
政
治
漫
画
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
首
相
が
「
治
漫

画
」
に
登
場
す
る
機
会
が
多
い
の
は
「
政
治
漫
画
」
の
特
徴
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
今
回
は
自
民
党
長
期
政
権

の
終
焉
に

関
心
の
焦
点
が
置
か
れ
た
た
め
に
、
い
き
お
い
細
川
首
相
の
人
柄
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
力
点
が
今
ま
で
以
上
に
お
か
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
同
じ
「
連
立
内
閣
」
で
あ
る
羽
田
内
閣
（
九
四
年
四
月
～
六
月
）
の
描
か
れ
方
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
い
っ

そ
う
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
細
川
・
羽
田
両
氏
と
も
自
民
党
出
身
の
政
治
家
で
あ
る
。
そ
の
政
治
手
法
は
自
民
党
内
に
い
た
こ
ろ

と
違
い
は
そ
れ
ほ
ど
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
党
を
離
れ
政
権
を
獲
得
し
て
か
ら
「
反
自
民
」
の
面
が
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
「
重
要
な
ア

ジ
ェ
ン
ダ
」
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
登
場
順
序
の
差
が
「
反
自
民
」
シ
ン
ボ
ル
の
陳
腐
化
に
と
も
な
っ
て
細
川
・
羽
田
の
支
持

率
の
差
と
な
っ
て
表
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「

政
治
」
小
テ
ー
マ
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」
の
動
向
を
み
る
と
、
「
内
閣
」
を
筆
頭
に
し
て
「
政
治
漫
画
」
全
体
に
み

ら
れ
る
傾
向
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
「
政
治
改
革
」
以
下
の
項
目
に
関
し
て
ほ
ぼ
一
様
に
ユ
ー
モ
ア
性
の
あ
る
「
政
治
漫
画
」
が

登
場
し
て
い
る
た
め
に
、
「
政
治
改
革
」
以
降
の
項
目
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア
性
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
続
い
て
小
テ
ー
マ
の
新
聞
に
よ
る
差
異
の
有
無
を
み
て
み
る
と
（
表
7
）
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
「
政
治
漫
画
」
全
体
に
つ
い
て
は
、
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「

政
治
倫
理
」
、
「
そ
の
他
」
項
目
の
新
聞
間
の
差
を
除
き
、
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
危
険
率
で
新
聞
間
、
各
小
テ
ー
マ
間
の
有
意
な
差
は

認
め

ら
れ
た
。
し
か
し
、
ユ
ー
モ
ア
性
の
あ
る
「
政
治
漫
画
」
に
つ
い
て
は
、
「
国
会
」
項
目
に
お
け
る
新
聞
間
の
差
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
水

準

で
、
「
朝
日
」
に
お
け
る
各
小
テ
ー
マ
間
の
違
い
が
一
パ
ー
セ
ン
ト
水
準
で
、
「
毎
日
」
、
「
読
売
」
似
対
す
る
各
小
テ
ー
マ
の
相
違
が
○
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
水
準
で
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
「
朝
日
」
と
「
読
売
」
が
「
政
治
漫
画
」
全
体
に
お
い
て
「
内
閣
」
と
「
政

治
改
革
」
に
次
い
で
「
政
党
」
を
重
視
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
毎
日
」
は
、
「
政
治
倫
理
し
を
あ
げ
て
い
る
。
「
政
党
」
の
内
実
を
み
る

と
社
会
党
の
動
向
や
野
党
で
は
自
民
党
の
情
勢
を
批
判
す
る
も
の
が
多
い
。
両
方
と
も
に
党
内
の
足
並
み
の
乱
れ
（
党
大
会
で
の
委
員
長
選

出
の
ゴ
タ
ゴ
タ
、
細
川
首
相
辞
任
後
の
渡
辺
美
智
雄
氏
の
離
党
騒
ぎ
、
首
班
指
名
や
政
治
改
革
法
案
に
お
け
る
「
党
議
違
反
H
造
反
」
者
の
問
題
、
な

ど
）
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
毎
日
」
は
、
野
党
と
し
て
の
自
民
党
の
動
き
を
中
心
に
描
き
出
し
て
い
る
。

「

政
党
」
の
扱
い
と
並
ん
で
、
「
国
会
」
の
運
営
や
状
況
に
つ
い
て
の
描
写
が
「
毎
日
」
は
他
の
二
紙
に
く
ら
べ
て
出
現
の
度
数
が
き
わ
め

て
低
い
（
「
朝
日
」
一
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
読
売
」
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
毎
日
」
五
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
椿
テ
レ
ビ
朝
日
元
報
道
局
長
発
言

の
証
人
喚
問
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
朝
日
」
・
「
読
売
」
は
、
国
会
の
審
議
の
停
滞
に
注
目
し
て
い
た
の
に
た
い
し
て
「
毎
B
」
で
は
一
回
し

か
登
場
さ
せ
て
い
な
い
。
政
治
改
革
や
予
算
案
審
議
に
お
い
て
も
審
議
の
遅
滞
そ
の
も
の
に
言
及
し
て
「
円
滑
な
国
会
運
営
」
を
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
掲
げ
て
「
政
治
漫
画
」
を
紙
面
に
登
場
さ
せ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（表

6
）
か
ら
続
い
て
ユ
ー
モ
ア
性
の
あ
る
「
政
治
漫
画
」
に
つ
い
て
の
比
較
を
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
も
「
毎
日
」
の
特
徴

が
際
立
っ
て
い
る
。
「
朝
日
」
や
「
読
売
」
が
全
体
の
「
政
治
漫
画
」
の
枚
数
に
た
い
す
る
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」
の
比
率
が
四
〇

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
（
「
読
売
」
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
毎
日
」
の
比
率
は
八
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
ぶ
。
「
政

治
改
革
」
、
「
政
党
」
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
「
毎
日
」
の
「
内
閣
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
入
月
に
四
枚
、
一
二
月
に

三
枚
、
三
月
に
四
枚
、
四
月
に
六
枚
、
（
そ
の
他
は
省
略
）
と
な
っ
て
い
る
。
政
権
発
足
時
と
崩
壊
時
（
八
、
四
月
）
、
そ
し
て
一
二
月
は
コ

メ
の
自
由
化
に
お
け
る
過
程
、
三
月
は
内
閣
改
造
と
統
一
会
派
構
想
の
提
示
と
そ
の
挫
折
、
を
そ
れ
ぞ
れ
背
景
と
し
た
「
政
治
漫
画
」
に
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ユ
ー
モ
ア
性
が
認
め
ら
れ
た
。
ユ
ー
モ
ア
の
類
型
で
は
、
「
攻
撃
性
」
と
「
優
越
性
」
が
七
枚
ず
つ
で
あ
り
、
「
不
調
和
」
（
四
枚
）
、
「
意
外

性
」
（
二
枚
）
の
順
と
な
っ
た
。
政
権
の
成
立
時
に
は
「
優
越
性
」
が
多
く
、
崩
壊
時
に
は
「
攻
撃
性
」
が
多
い
の
は
、
政
権
の
安
定
を
価

値
基
準
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
三
月
の
内
閣
改
造
時
に
も
「
攻
撃
性
」
が
お
お
い
の
は
、
改
造
の
目
的
が
「
情
実
」
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
読
み
手
の
反
応
を
想
定
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
最
後
に

小
テ
ー
マ
の
月
別
の
出
現
度
数
を
み
る
と
、
各
テ
ー
マ
の
背
景
と
な
る
出
来
事
が
ど
の
程
度
「
重
要
な
争
点
」
と
し
て
メ
デ
ィ

ア

側
（
「
政
治
漫
画
の
」
描
き
手
を
含
め
て
）
が
認
識
し
た
か
（
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
足
り
得
る
）
を
反
映
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
内
閣
」

に
お
い
て
は
政
権
の
成
立
と
崩
壊
の
み
な
ら
ず
、
コ
メ
の
自
由
化
と
い
っ
た
「
ト
ピ
ッ
ク
」
が
「
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
を
形
成
し

て

い

る
。
ま
た
、
「
政
治
改
革
」
は
衆
議
院
を
通
過
し
た
一
一
月
と
参
議
院
で
い
っ
た
ん
否
決
さ
れ
、
細
川
・
河
野
ト
ッ
プ
階
段
を
経
て
可

決
成
立
し
た
二
月
の
両
方
が
度
数
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
「
政
治
倫
理
」
に
お
い
て
は
、
中
村
喜
四
郎
自
民
党
代
議
士
の
国
会
に
お
け
る
逮

捕
が
許
諾
さ
れ
た
三
月
と
首
相
み
ず
か
ら
の
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
の
一
億
円
借
入
問
題
の
四
月
に
お
い
て
多
い
こ
と
か
ら
、
「
ト
ピ
ッ
ク
」
性
の

強
い
特
徴
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
（
「
政
党
」
、
「
国
会
」
に
つ
い
て
は
、
一
部
に
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ
た
が
全
体
と
し
て
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
有
意

水
準
で
も
帰
無
仮
説
を
棄
却
で
き
な
か
っ
た
の
で
比
較
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
）
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」
に
つ
い
て
は
、
「
政
治
」
項
目

の

「

政
治
漫
画
」
全
体
で
表
れ
た
特
徴
と
ほ
ぼ
対
応
し
た
形
で
表
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
政
治
改
革
」
の
項
目
に
お
い
て
八
月
の
度

数
が
「

全
体
」
で
は
三
番
目
に
多
い
の
に
対
し
て
、
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」
で
は
二
枚
し
か
表
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
「
政
治
改

革
」
の
内
容
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
描
き
手
が
求
め
た
た
め
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
細
川
首
相
の
「
年
内
成
立
と
政
治
責
任
」
の

発
言
に

は

ユ
ー
モ
ア
性
の
も
の
が
み
ら
れ
た
が
、
選
挙
制
度
の
改
革
や
政
党
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
は
全
く
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」

を
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
「
政
治
改
革
」
に
お
け
る
「
政
治
漫
画
」
で
は
、
新
政
権
の
「
政
治
改
革
」
の
実
態
の

把
握
（
あ
る
い
は
認
知
）
に
「
政
治
漫
画
」
の
モ
チ
ー
フ
が
設
け
ら
れ
、
「
政
治
改
革
」
を
達
成
さ
せ
る
諸
政
策
へ
の
評
価
（
態
度
）
に
ま
で

及
ん

で
い

な
い
こ
と
が
い
え
る
。
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3
記
事
・
社
説
・
「
政
治
漫
画
」

　

（表

8
）
は
、
「
政
治
漫
画
」
六
三
四
枚
全
部
、
対
応
す
る
記
事
、
社
説
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
「
政
治
漫
画
」
は
全
体
と
し
て
は
、
「
中
立
」
な
い
し
「
批
判
的
」
立
場
を
と
る
も
の
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
（
両
方
で
九
五
パ
ー
セ

ン

ト
を
超
え
る
）
。
全
く
の
「
体
制
批
判
メ
デ
ィ
ア
」
と
は
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
「
政
治
漫
画
」
の
「
解
説
・
評
論
」
の

機
能
と
「
批
判
⊂
機
能
と
が
と
も
に
実
証
さ
れ
た
と
い
え
る
。
「
記
事
」
に
つ
い
て
は
、
「
客
観
報
道
」
を
メ
デ
ィ
ア
側
が
主
張
す
る
割
に

は
八
割
弱
の
「
中
立
」
性
と
し
て
の
み
認
知
さ
れ
て
い
る
。
批
判
性
が
二
割
強
現
わ
れ
た
の
は
、
対
象
と
す
る
記
事
の
内
容
に
依
存
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
政
治
」
現
象
を
記
事
の
対
象
と
し
て
限
定
す
る
か
ぎ
り
二
割
は
「
社
会
の
木
鐸
」
と
し
て
の
機
能
を
依
然
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

し
て
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「
社
説
」
に
つ
い
て
は
、
テ
ー
マ
や
出
来
事
に
つ
い
て
批
判
的
な
姿
勢
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
る
も
の
が
半

数
近
く
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
肯
定
的
な
態
度
表
明
を
も
あ
わ
せ
て
、
九
割
近
く
の
「
社
説
」
が
な
ん
ら
か
の
態
度
表
明
の

表
出
と
認
知
さ
れ
て
い
る
の
は
ほ
ぼ
常
識
的
な
結
果
と
合
致
す
る
。

　

（表

9
）
は
、
「
政
治
漫
画
」
全
体
と
「
記
事
」
・
「
社
説
」
の
関
係
を
評
定
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
あ
る

テ
ー
マ
に
関
す
る
「
認
知
」
（
そ
の
情
報
を
み
て
た
だ
ち
に
内
容
が
概
略
で
も
理
解
で
き
る
）
に
つ
い
て
、
六
三
一
枚
中
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
「
政

治

漫
画
」
を
「
記
事
」
よ
り
も
「
認
知
」
的
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
評
定
者
は
判
断
し
た
。
「
認
知
」
の
概
念
規
定
を
情
報
伝
達
の
速
さ
に
求

め
た

た
め
に
、
「
政
治
漫
画
」
優
位
の
結
果
が
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
先
行
研
究
（
問
吉
づ
俸
。
力
合
≦
曽
貫
　
8
0
）
の
知

（1
1
）
見
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
が
「
記
事
」
と
の
比
較
に
お
い
て
四
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
る
の
は
、

ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
問
題
が
影
響
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
評
価
が
内
包
す
る
も
の
は
、
①
「
政
治
漫
画
」
も
「
記
事
」
も
両
方
と
も

読
ん

だ

（な
が
め
た
）
だ
け
で
は
す
ぐ
に
は
内
容
が
つ
か
め
な
い
、
②
「
政
治
漫
画
」
と
「
記
事
」
が
相
互
に
補
完
さ
れ
た
は
た
ら
き
を
も

つ

（た

と
え
ば
、
前
者
は
情
緒
面
、
後
者
は
理
性
面
）
の
で
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
と
答
え
ざ
る
を
得
な
い
、
③
「
政
治
漫
画
」
と
「
記
事
」
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が
両
方
と
も
同
程
度
の
「
認
知
」
性
を
持
っ
て
い
る
、
の
三
つ
の
傾
向
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
三
点
を
区
別
す
る
よ
う
な
調
査

手
順
を
設
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

　
次

に
、
「
政
治
漫
画
」
と
「
社
説
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
「
社
説
」
優
位
が
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
「
ど

ち
ら
で
も
な
い
」
が
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
存
在
す
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
内
包
の
う
ち
の
②
に
該
当
す
る
も
の
が
③
と
と
も
に
お
お
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
社
説
」
と
の
比
較
に
つ
い
て
の
評
定
に
は
（
表
9
）
で
例
証
さ
れ
た
「
社
説
」
1
1
「
批
判

性
が
高
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し
て
、
態
度
表
明
に
つ
い
て
「
政
治
漫
画
」
と
「
社
説
」
の
う
ち
ど
ち
ら
が
よ
り
明
瞭
か
と
問
う

た
。
そ
の
点
を
留
意
す
る
と
、
「
政
治
漫
画
」
は
（
表
9
）
で
み
た
よ
う
に
「
批
判
性
」
を
お
お
く
有
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
が
、
同
じ
「
批

判
性
」
を
含
む
態
度
表
明
の
手
段
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
「
社
説
」
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
態
度
が
明
瞭
で
な
い
こ
と
が
あ
き

ら
か
に
な
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
「
政
治
漫
画
」
の
持
つ
「
解
説
」
と
「
評
論
」
の
機
能
は
ほ
ぼ
均
等
に
内
在
し
て
お
り
、
「
評
論
」
か

ら
「
主
張
」
の
性
格
の
強
い
「
社
説
」
に
対
峙
す
る
と
「
評
論
」
性
が
薄
ま
っ
て
「
解
説
」
性
が
顕
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。　

こ
れ
ら
「
政
治
漫
画
」
と
「
記
事
」
な
い
し
「
社
説
」
と
の
関
係
、
お
よ
び
各
々
の
イ
メ
ー
ジ
が
ユ
ー
モ
ア
性
を
持
つ
「
政
治
漫
画
」

に

変
数
を
限
定
し
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
変
化
を
す
る
か
を
み
た
の
が
（
表
1
1
）
お
よ
び
（
表
1
2
）
で
あ
る
。
（
表
1
1
）
の
イ
メ
ー
ジ
の
違

い

に

つ
い
て

は
、
「
政
治
漫
画
」
、
「
記
事
」
、
「
社
説
」
の
い
ず
れ
の
場
多
に
も
「
中
立
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
割
合
が
（
表
9
）
に
比
べ
て
わ
ず

か

な
が
ら
減
少
し
て
い
る
。
必
然
的
に
こ
の
影
響
は
「
プ
ラ
ス
」
と
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
態
度
表
明
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
微
増
を
産
み
出
し
て

い

る
。
（
表
1
2
）
の
「
記
事
」
「
社
説
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
イ
メ
ー
ジ
の
場
合
と
同
様
に
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
と
態
度
を
保
留
す
る

姿
勢
が
わ
ず
か
な
が
ら
減
少
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、
「
記
事
」
の
評
価
が
微
増
し
て
い
る
。
（
表
9
）
と
（
表
1
1
）
、
（
表
皿
）
と
（
表
1
2
）

を
組
み
合
わ
せ
て
「
政
治
漫
画
」
、
「
記
事
」
（
「
社
説
」
）
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
カ
イ
ニ
乗
検
定
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
か
ら
で
は
、
危

険
率
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
お
い
て
も
有
意
な
差
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ユ
ー
モ
ア
性
の
「
政
治
漫
画
」
に
限
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定
し
て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
「
記
事
」
や
「
社
説
」

違
い
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
四
章
　
結
論

の

イ
メ
ー
ジ
・
関
係
は
「
政
治
漫
画
」
全
体
に
お
い
て
み
ら
れ
る
傾
向
と
大
筋
で
は

　
本
稿
の
目
的
は
、
「
政
治
漫
画
」
の
内
容
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
解
説
」
・
「
評
論
」
の
機
能
の
な
か
の
「
評
論
」
（
「
批
判
」
）
性
に
着

目
し
て
、
ユ
ー
モ
ア
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
「
政
治
漫
画
」
が
発
し
た
ユ
ー
モ
ア
を
読
み

手
が

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
る
の
か
と
い
っ
た
「
政
治
漫
画
の
効
果
」
の
面
を
考
慮
し
て
逆
に
内
容
分
析
に
貢
献
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の

結
果
、
「
政
治
漫
画
」
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ア
性
は
、
全
体
の
四
割
を
占
め
、
そ
の
ユ
ー
モ
ア
源
と
し
て
「
攻
撃
性
」
と
「
優
越
性
」
を
見
い

だ

す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
ユ
ー
モ
ア
性
が
「
政
治
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
政
治
漫
画
」
に
多
く
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
イ
メ
ー
ジ
と
し

て

は
「
政
治
批
判
の
道
具
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
「
政
治
漫
画
」
は
、
ユ
ー
モ
ア
に
お
け
る
批
判
と
そ
れ
以
外
の
形
式
に
よ
る
批
判
と
の

複
合
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。

　
次

に
、
本
研
究
で
見
出
だ
さ
れ
た
問
題
点
に
つ
い
て
い
く
つ
か
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
ユ
ー
モ
ア
概
念
枠
組
み
の
よ
り
精
緻
な
構
築
で
あ
る
。
「
笑
い
」
や
ユ
ー
モ
ア
の
研
究
の
多
様
性
が
概
念
の
混
乱
を
生
ん
で
い

る
以
上
、
限
定
さ
れ
た
「
笑
い
」
あ
る
い
は
ユ
ー
モ
ア
研
究
に
な
る
の
は
や
む
を
え
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
「
笑
い
」
の
源
泉
と
し

て

の

ユ
ー
モ
ア
の
分
類
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
の
方
法
（
因
子
分
析
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
な
ど
）
を
用
い
て
新
た
に
構
成
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
政
治
漫
画
」
に
み
ら
れ
る
ユ
ー
モ
ア
の
「
攻
撃
性
」
の
内
実
が
よ
り
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
は
、
ユ
ー
モ
ア
の
通
文
化
的
比
較
と
メ
デ
ィ
ア
間
の
比
較
の
必
要
性
で
あ
る
。
前
者
は
従
来
の
ユ
ー
モ
ア
研
究
の
膨
大
な
蓄
積

が
あ
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
表
れ
る
価
値
・
信
念
体
系
の
研
究
と
組
み
合
わ
せ
る
（
「
酒
養
効
果
研
究
」
、
「
利
用
と
満
足
研
究
」
な
ど
）

こ

と
に
よ
っ
て
効
果
研
究
と
し
て
の
位
置
付
け
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
後
者
は
、
新
聞
漫
画
だ
け
で
な
く
、
雑
誌
漫
画
（
い
わ
ゆ
る
コ
ミ

73



北陸法學第2巻第1号（1994）

ッ

ク
）
と
の
比
較
に
よ
っ
て
「
政
治
漫
画
」
の
ユ
ー
モ
ア
性
が
は
た
し
て
お
決
ま
り
の
「
体
制
批
判
ユ
ー
モ
ア
」
で
あ
る
か
否
か
を
整
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
に
、
ユ
ー
モ
ア
の
心
理
学
に
お
け
る
研
究
が
お
も
に
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
研
究
の
枠
内
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
利
用
し
て
、

「

政
治
漫
画
」
に
登
場
す
る
人
物
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
ど
の
部
分
が
読
み
手
の
笑
い
を
誘
う
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ

ま
り
、
従
来
の
「
政
治
漫
画
」
の
「
シ
ン
ボ
ル
」
の
分
析
に
ユ
ー
モ
ア
研
究
の
知
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
政
治
漫
画
」
の
内

容
分
析
へ
効
果
研
究
を
よ
り
深
く
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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註第
一
章

（
1
）
神
島
二
郎
『
磁
場
の
政
治
学
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）
八
ー
＝
頁
。

（
2
）
飯
坂
良
明
『
政
治
学
』
（
学
陽
書
房
、
一
九
七
五
年
）
四
ー
一
六
頁
。

（
3
）
政
治
学
、
社
会
学
、
心
理
学
、
精
神
分
析
、
哲
学
、
人
類
学
、
民
俗
学
な
ど
で
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
「
お
か
し
さ
」
や
「
お
も
し
ろ
さ
」
を
感
じ
る
と

　
　
い
う
心
的
現
象
と
そ
の
結
果
を
「
笑
い
」
、
「
笑
い
」
を
引
き
起
こ
す
刺
激
事
象
を
「
ユ
ー
モ
ア
」
と
定
義
す
る
。
社
会
学
一
》
ロ
8
ロ
ρ
N
一
言
o
冥
o
一
含
．
、
↓
ゲ
o

　
　
乙
力
o
巳
o
一
〇
〇
q
町
o
S
国
已
日
o
旨
自
ユ
い
宕
o
q
宮
o
で
、
．
P
ミ
§
、
摯
9
0
菖
“
ω
一
⌒
お
。
。
ω
）
も
O
』
山
O
ω
゜
心
理
学
　
上
野
行
良
「
ユ
ー
モ
ア
現
象
に
関
す
る
諸
研
究
と

　
　
ユ
ー
モ
ア
の
分
類
化
　
に
つ
い
て
」
（
『
社
会
心
理
学
研
究
」
第
七
巻
第
二
号
、
＝
二
ー
一
二
〇
頁
）
。
精
神
分
析
一
S
・
フ
ロ
イ
ト
（
生
松
敬
造
訳
）
「
機

　
　
知
ー
そ
の
無
意
識
と
の
関
係
ー
」
（
「
フ
ロ
イ
ト
著
作
集
4
』
人
文
書
院
、
一
九
七
〇
年
）
。
哲
学
‥
H
・
ベ
ル
グ
ソ
ン
（
林
達
夫
訳
）
『
笑
い
」
（
岩
波
文

　
　
庫
、
　
一
九
三
八
年
）
。
人
類
学
】
≦
①
庁
註
o
＜
↑
》
宮
o
、
顛
§
ミ
亀
s
へ
e
蓉
芯
X
“
ぎ
亀
ミ
S
§
忘
§
．
§
～
§
§
災
亡
O
o
コ
冨
】
一
d
巳
〈
Φ
「
ω
一
蔓
㊥
「
》
〉
一
〇
◎
。
P

　
　
柳
田
国
男
「
山
神
と
ヲ
コ
ゼ
」
（
「
定
本
　
柳
田
国
男
集
　
第
四
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
年
、
四
四
一
－
四
四
二
頁
）
。

（
4
）
た
と
え
ば
、
菅
原
健
介
「
4
コ
マ
漫
画
に
み
る
差
恥
心
の
構
造
」
（
「
日
本
社
会
心
理
学
会
大
会
一
九
九
二
年
発
表
論
文
集
」
一
二
六
頁
）
を
参
照
。

（
5
）
冨
3
『
呂
O
旦
．
．
臣
言
旨
；
§
。
8
ω
〔
巴
＝
。
器
①
合
ヨ
き
言
Φ
註
。
「
°
・
二
き
父
§
o
書
§
○
§
∋
§
蔓
お
o
°
。
百
9
ω
ω
－
m
ω
㎝
゜
o
°
三
旨
犀
日
曽
．
．
o
°



「政治漫画」とユーモア（茨木）

　
　
Φ
合
9
ユ
巴
6
曽
9
0
目
図
コ
ユ
o
庄
9
ユ
巴
゜
。
6
庁
図
コ
o
q
o
o
豆
巳
o
房
二
き
×
§
ミ
冴
§
e
§
§
ぶ
畠
O
U
°
べ
匿
－
謁
O
°

（
6
）
A
。
ケ
ス
ト
ラ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
戯
画
は
犠
牲
と
な
る
人
（
物
）
を
何
ら
か
の
点
で
我
々
が
知
っ
て
い
れ
ば
成
り
立
つ
。
た
と
い
そ
の

　
　
認
知
が
暖
昧
で
あ
っ
て
も
イ
メ
ー
ジ
さ
え
わ
か
れ
ば
漫
画
（
コ
ミ
ッ
ク
）
に
な
り
う
る
の
だ
。
」
政
治
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
形
成
も
政
治
認
識
の
第
一
歩
で

　
　
あ
る
。
〉
「
穿
氏
民
O
Φ
ω
江
O
で
§
O
』
亀
ミ
○
§
識
§
（
Z
O
乞
鴫
O
済
…
O
竺
㊥
C
げ
一
ざ
③
菖
O
諺
、
口
O
や
Y

（
7
）
佐
藤
毅
の
「
異
化
」
の
概
念
も
自
己
の
確
立
の
手
段
と
し
て
み
る
と
重
要
で
あ
る
。
佐
藤
毅
「
同
化
と
異
化
」
（
江
藤
文
夫
、
鶴
見
俊
輔
、
山
本
明
編
『
講

　
　
座
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
6
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
典
型
』
研
究
社
、
一
九
七
三
年
、
五
二
ー
七
二
頁
）
。

（
8
）
拙
稿
「
政
治
漫
画
に
み
る
政
治
過
程
P
K
O
法
案
に
お
け
る
政
治
漫
画
の
内
容
分
析
」
（
『
北
陸
法
学
』
第
一
巻
第
一
・
二
合
併
号
、
一
九
九
三
年
、
八
三

　
　
ー
一
二
〇
頁
）
。

第
二
章

（
1
）
A
・
シ
ェ
パ
ー
ド
の
分
類
を
参
考
に
し
た
。
「
攻
撃
性
」
は
敵
憶
心
、
脅
威
、
心
理
的
暴
力
を
相
手
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
、
「
優
越
性
」
は
相
手
の
無
能
力

　
　
を
唆
う
も
の
、
「
不
調
和
」
は
矛
盾
や
対
立
す
る
要
素
の
共
存
に
よ
る
も
の
、
「
意
外
性
」
は
予
期
せ
ぬ
突
然
の
事
態
の
勃
発
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
。
〉
＝
8

　
　
Q
力
『
8
g
a
“
．
．
国
は
o
g
o
木
呂
昆
o
o
〔
図
o
嘗
o
招
昌
冨
一
8
8
≦
。
ー
ロ
巴
頃
ロ
日
0
5
．
．
題
へ
ぎ
蔓
ミ
～
拓
魯
o
募
、
日
“
（
お
。
。
ω
）
碧
・
8
0
－
ω
O
O
・

（
2
）
評
定
者
は
二
名
。
全
体
の
信
頼
度
は
、
○
・
六
四
で
あ
っ
た
。
信
頼
度
の
測
定
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
を
参
照
。
池
内
一
、
岡
崎
恵
子
「
占
領
期
間
に
お

　
　
け
る
日
本
新
聞
の
趨
向
－
主
と
し
て
分
析
技
術
に
つ
い
て
」
（
『
東
京
大
学
新
聞
研
究
所
紀
要
』
第
五
号
、
一
九
五
六
年
、
一
〇
九
ー
一
二
八
頁
）
。

（
3
）
評
定
者
は
二
名
。
信
頼
度
は
○
・
六
八
で
あ
っ
た
。

（
4
）
拙
稿
、
前
掲
参
照
。

（
5
）
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
・
オ
フ
ェ
ル
「
政
治
マ
ン
ガ
に
み
る
『
日
本
の
首
相
』
」
（
『
潮
』
一
九
九
三
年
一
二
月
号
、
一
二
〇
ー
一
二
七
頁
）
。
拙
稿
「
政
治
漫
画
に

　
　
み

る
政
治
倫
理
」
（
『
日
本
法
政
学
会
法
政
論
叢
』
第
三
〇
巻
、
一
九
九
四
年
、
三
一
ー
四
一
頁
）
。

（
6
）
拙
稿
、
前
掲
「
政
治
漫
画
に
み
る
政
治
過
程
」
参
照
。

（7
）
o
力
庁
8
冨
旦
8
°
o
｛
［
こ
o
o
◆
ω
O
O
・
ω
O
一
゜

（8
）
｛
O
庄
こ
唱
P
ω
O
ω
ふ
O
O
°
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「政治漫画」とユーモア（茨木）
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「政治漫画」とユーモア（茨木）
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